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Ⅰ 問 題 の 所 在
親族名称や色彩語費U)分析から,LJl発した,いわゆる民俗分類 (folk taxonomy) U〕研究は新
民族誌学 (New Ethnography)として動植物や疾病の民俗分類, 宗教観念や世界観U)分析にま
でその研究領域を拡大しつ-)ある(⊃
この方法は科学的な分析概念も含めて,研究者の属する又化に内在する分類拭準 を相 対化






















かわ り方が問題 とされねばな らない｡そうだとすれば,人間の範晴上の変換を表象する通過儀
礼はこの両者ojF拙系を考察する格好U)材料 となるであろう｡これが本稿で通過儀礼を取 り_ロブ
る稚由であるし,
人間uji.･'6時区分は,隼物種や裾 舌Jノ紺 ju)分類,料漸 去や動物棋蟻の分類 とどのように闘速 し
ているU_)であろうか｡-
こうした如拙 二対する 一･-)U)hJl答は リーチによる動物範鵬, 可食性,および婚姻のタブーの
研究であ )ーたということができよう (LEACr王1964.pp.23-63)03)
′筆者はかつて リーチおよびレヴ r･ス ト｡-スし引薄遇分析に依拠 L/,-),北 ルソンU)ボン ト
ック蟻における侶 附義礼/L･T･掛 りとして/L'.溝･･J紺 j,動柄物分団,食物 と料理法U)'jf知fj:どの放
つかU)分類休葉が柚 II'.に比愉闇係に在ることを論じた (合冊 1977-a. pp.23-44)｡4)/本稿は拙
辛,T.･,A(1977-a)U)続編 として, 人肌叫 跳 ぶ十.U)変換 という観 点か ら通過儀礼を分折 してゆ くO 木
稿の課題は諸 要 素 が 連 続的に継 起 する儀 礼 U)続辞論と,種々レ)コンテ クス トを統合する変
換 (transformation)拙 論冊を明 らかにすることであるo
L記U)F廿乱Li･';誠に沿-,た研究は ド,.ノヤア(I)WYER1976.)によるニューギニア高地U)ロブ 'ー,イ
フォ族における昆虫や ･詔 的 )範晴上U)変換 と屠住 空間や可食性 uj阻 係 5〕あるいはマ-/クナイ ト
(McKNIGHT 1975.pp.77-98) によるオース トラリア ･ウ ィクムンカン旋o)通過儀礼 とタブー
の分析など数 多く展開されている｡6)やや繁雑になるが, 問 題の所在を明 らかにするために最
近C/j研究か ら筆者U)問題意識に近い論文を二つ紹介 しておこう()
第 1は リーチによるアンダマン.祝 tcj)神 話 と 儀 礼 の再分析である (LEAC:H 1971.pp.22
-48)07)
アンダマン島民に聞するラ ドクリフ ･ブラウンU)優れた艮臨 志を再分析 した リーチは,構造
主義者 として0)自らUバ再,Lj･を次o)ように説明する｡ すなわち ｢構造主義者は一一弓如 )神話や儀礼
るo この点 , ドラマU)構成に類似している〔)-調死者が興味を持つのは主として ドラマが上椀
3)LF.ACH,E.R.1964."AnthropologicalAspectofLanguage:An imalCategoriesandVerbalAbuse,"
inE.H.Lennerberg(ed.)NeTuDirecfiorwintheStud),ofLanguage,pp.23-63.












変差が杜み吊されるかという古に興 味 を持つU)である｣(ibid.p.23)Oか くして リーチは,




































リーチは 信己U)諸範噂を次のように整理している (ibid.pp.30-32)(図 1)0
文 化 人 聞
実 生 活 の変換
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しなければならない ｡ 人間は他の動物以上に諸範噛つまり樹上,海 中-も移行しうる存在であ




リーチがこの点を見逃 していることは,かれが製作 した kimilの構造図式の申で文化-人間
という区分が他の分類体系と無闇係に苫かれている点か らも明 らかである｡しか し, この点で
ラドクリフ ･ブラウン (RADCRIFF･BROWN1964.pp.88-106)の報吾が不充分だというわけで








同様の視点はアルカンド (ARCAND 1978.pp.ト10) の報告･する南米 コロンビア東邦クイバ
歳の-ril:例にも見出せる｡11)
ここで詳述する余裕はないが, クイバ族では食 物 が, 粁しく湿潤/湿潤/乾燥/著 しく乾燥 と
いう四つ0)範噂のいずれかに属 し,女煙の成長段階が,月経恥 思春期,汗',塵時/月経 でない
ときU)女性,子供を持 った女性/女児,妊娠中の女性/閉経jgl以降の女性,と区分され,食物の




を増 しているが本稿では同様U)視点か らボントック娠uj通過儀礼を分析 してゆ く｡ 本稿の課題
は範噛区分と変換 という儀礼の統群論を検討することである｡














キロメ- トルあたり20人弱であるOマウンテン州のボン トック族は l)CentralBonlok(2)Talu-
bin(3)Barlig(4)1･ia∫(53K`zdaklal10)5方言に分けられる. 人｢叩1密度は少机 ､が,一日也の大部
分が急峻な山地であることか ら, 居住 日用巨な土地あたりの人口密度は相当に 高いといわなけれ
ばならないOボン トノク族は-･凋J,(Lに鵠村形態をとり,ムラU)儀礼的 ･社会的紐帯 U)胤 J､ことが
指摘 される｡,また l村､1,11勾人目は約 1,200人を数え,北ルソン山地民の中では最も高い数値を
示 しているで




廻 ることができた｡12) 同地域は首狩 り慣行,棚田耕作,動物供蟻,勲功集宴などいわゆる巨石
制に属する文化要素を共有 している｡
1977'l日こは, 7- 9月C,)2カ月間,ボン トソク郡から始まって, カリンガ ･アパヤオ州のカ
リンガ族, イスネグ族, カガヤン州のイバナグ族などについて,広域比較調査を実施すること
ができた013)









よびサガダ郎デマン村に薄か 11に得 られたもU)である (凶 2参照)0
ボントック族のムラ-通常的な 面 接 関 係のもとで共住するひとびととo)地域的判 立は,過
常,一一つまたは∴つ以上のやや小高い 聖樹の森 (PaPataJ,PaPalayan)10前 後 の 男 性 某 会 所





界は閉鎖印 (padiPad)として 2本の棒が立て られると境界を越えた移動が禁忌とされるのであ














ボントノク族に関する最初の詳しい民 族 誌を普したジェンクス (JENKS 1905.pp.49-51)
によれば,ボントノク族の男性集会所は ?atoと呼ばれ,｢公的な男子舎屋と宣戦 ･講和などを
決定する相談役を持ち,かつては一つ の ?atoから他o)?atoへ所属変更をする者に対 して受入









した男性集会所oj侶 舌を次ujように述べている.｢サガダ地区では,dapaJ は老人 と未婚の少
年の授精を意味した｡dapaJ Oj少年は7-12才までを mamao,その後結婚するまでを mangm･


















?aloの語義と闇連して興味深いのは,モーリン (MoHRING 1973.pp.15-37)による ｢anito
という語とその親縁語｣と題する論文である｡19)



















図3 M oHRING による再構成
anitoについて次のように説明する｡ すなわち,｢*aluまたは*(q)aiuという語の意味を語根 iu
を ｢尊敬する｣｢負賛する｣と説 明 したプラン トシュテッテルに沿って理解 したい｡ プラン ト
シュテッテルは トンテムボアン譜の raiu｢尊敬を払う｣,パ ンパ ンゴ語の alu｢高い尊敬｣, ど
コール譜U)aiu｢亡那告する｣｢支える｣などをあげている｡タガログ語では atuhim,umaEoは ｢試
みる｣｢試験する｣｢決定する｣｢勇敢に行う｣などの 意 味 である｡-もし我 々 が*(q)atlLa)
歳本的な意味を ｢尊敬する｣と把握する仮説を受入れるな らば,in/aluあるいは aniluは ｢尊
敬された人｣a).意味になろう. そして*(q)atuは尊敬 される人 (現 ･未来形)i/.1-意 味する.- I
マライ語cJjdalu｢首長｣,dalo｢家長｣｢年長者｣は敬称 dEl+*(q)aiuであり,同系語と考えら
れるo デムプヴ寸ルフはマライ語 daluu)同系譜として,タガログ語 dattLr優れ畑昭主上 ト
バ ･バクク譜 dalu｢り｣祭｣,ジャワ譜 1'atur皇J'-｣,フィジ-譜 Faiu｢だんti:上 サモア譜 LatlL
｢主人｣｢棟梁｣などをあげている｣(ibid.pp.18-19)O
か くてモー リンは Tato を 尊敬 される者 と結びつけ,尊敬の源泉 としてur)イニシエーシ Jーン
儀礼U)存在を仮定するoこの点をモー リンは次O-)ように説明しているO
｢~タガログ語の umalo｢試す｣はまた inato｢試された者｣とも離 別勺に関連する｡このこと
か ら aioが多義的であるとも考え られるが, しかしもしこれが同-･事実の異なった表現様式で
あるな らば,lhj'者を闇通づけることは 容 易 で あるOこU)点を意味闇係硯 蟻 用二(method of
associativelinking)によ-,て検討 しよう〔⊃- ,タガログ語で 言naloは試練を経た者の恵であり,
恐 らくはイニシエーションを通過 した者の意である{〕そうだとすれば,anilo はかつて はイニ
シエーションを通過 した者,文化県灘'iを意 味 した0)であろう｡ デムプヴォルフが指 摘 した *lu
で終 る15の祖語は,そのすべてが*aiuと同系譜とはいえないが,鯉つかは派/Ll.語 として容易に
理解される｡ 例えば*ulu｢じっと動 かずにいる｣はタガログ語では ut∂,)naut∂となり ｢白痴
の｣(グロックル ･ス トップの 存 在 は 借 用 語o)可能性を/Jこしている)を意 味するo マライ,.1=J･,-～
lnulu｢唖の｣｢麻坤 した｣,betu｢あ らわれる｣,ジャワ語 welu｢正しい｣｢確かな｣などは派生
語と考えられるo
anito に 代表 されるイニシエーション儀礼U)Jlげ､拙 封義礼尖修 申 ,黙っていな くてはなら
ず (*utu),儀礼終 r後,真の成入 り日隼として (*lenlu, ンガジュ ･ダヤク語 tolo)新 しくあ










ンガジュ･ダヤク語 Iino｢焦げる｣, ホバ譜 Iunu` ｢焦げる｣メラネシア語,フィジ ー語 の








































ョン儀礼を受けたとき,繰り返し語 られたのは 7aiongtako:我々は熱 くなったという言葉であ
った｡
付加えれば,ホカノ (JocANO 1975.pp.115-116)O)や離 ,'･するマニラのスラム街の事例でも











22)合田 清 1976.｢ボントック･イゴロット族の方位観覚書｣『社会人類学年報 Vol･2』弘文堂,pp.79-








































ll. 数年に 1度,稲の収穫の終 rしたあと｡









上述の前提のもとに以下にイニシエーション儀礼の事例 を提示 し,分析 してい くことにしよ
っo
c) 事 例
最初に1975年にボン トノク郡マ リコン村で筆者が参加する機会を得た 3度の pattong儀礼に
ついて報告 しておこう｡
マ リコン村には五つの男性集会所がある｡,/(.称は (1)doko:飢鮮 (2)langwa:乾燥する (3)
daliPoJ.'墓穴 (4)lowagan:煮る所 (5)?atol:男性集会所, a)7L-rjであるoムラの束に翌樹の森
があり,それに近い dokoが最 も古い ?aLo だというOかつてムラが飢酢に襲われたときに作
ったと伝承され,男性集会所の概に神話上,ノ工上伸 lomawig がムラに降下 して 結婚したとさ
れる女性 bokanの先がELIl.'こかれている｡土地争いなどがムラ内で起こると, 古老がこの男性集会





木を切 り,萱を刈って家を再建し3日後に完成した｡ 4[用 ,Pallong 儀礼が実修されたが,
この儀礼は特に da∫das儀礼と呼ばれる｡前日の夜,焼けた宏の持主が属している男性集会所
の成員が男性集会所か ら大声で翌 日 da∫das儀礼の実修されることを知 らせる｡
このときはムラ全部ではな く火災にあった成員の屈する二つC/)男性穣会所がそれぞれムラの
東と酉の両 軸 こ遠征 したO





滞負い寵に米飯を入れ,古亥o)･一 ､が男性集会所で火を起こし,選果の松明 (7ano2ong) に
移すOやがて 吉 段を勅 勘こ屈住区を出て他村とo)境界に建て られた両申 U)聖屋に向かう｡
･i:JCujpattong儀礼とされる manokpop儀礼oj時には参加者は全員が禅姿で未婚男子は両側
に親の羽根をつけた帽予 (Jikap)をかぶるという｡∫ikapはまた,｢抑 ｣な｣あるいは ｢困難を
のりこえる力封 .liった｣U)二か 味であり,イニシエーション儀礼における試練 との関連が認めら
れるo 参加者は年長者の指揮 の もとに憤然と行進 し,楯を リズ ミカルに棒で打鳴 らす｡棚田の
中央に域された小広場 (かつてl撒 ‥りでムラびとが殺された場所,死者uj釦 こ因んで Iengobと
呼ばれる) で小休止 し,I,早老の-一人が米飯 の入った小行李を開き,死 者 霊 に供 えて唱え言
(kapiJa)を行 う ｡ ムラぴと,家畜,稲の増殖とムラの壷 の冷たいことが祈念される｡ ここで
も倉旧がインドネシアの事例で指摘 した冷たいことと平安とU)象徴的な結合が 指 摘 されよう
(合川 oj･.cit.)0
この唱え言が終ると--･行は周辺の山林に進み,Padkis山 (Padkis:急峻な)に登る｡ 少年た




'idew の鳴声 (bewas)は8種が区別され,このうち3種が吉兆とみなされる｡右側で長 く連
続 して鳴 く (labeJ)と吉とされ,数 羽 が続けて鳴 く (akop),短 く続けて鳴 く (Pitpit)のも吉
兆だとされる｡PilPi‖ま煮た芋をつぶすの意味である｡7akopは両手一杯に持 った豆のように集
まった状態を意味 している｡
凶とされるo)は左側で短 く不連続に鳴 く (?ombat),あるいは鳴声の間隔が長 く開 く鳴き方
(zLrakang),また間伸びした (kileJ)という鳴き方,元支もの無い (∫ik∫ik) という鳴き方は凶と
される｡kilcJは炊きすぎo)栄,∫ikSikは煮すぎて水分の切れた野菜を意 味する.凶兆とされる
鳴声の幾つかに料斬去o)失敗を意味する語が用いられていることは,イニシエーション儀礼が
貌徴的に熱 くすることを意味 していることと闇適 して興味深い｡
吉兆を示す鳴声がすると参加者たちはいっせいに大声をあげてこれに応える｡この叫び声は
elJ.aといい,-Fr撒 :りに際し敵を倒 した時の叫び声で もあるO鳴声が具休的に不明であるが,lo･
bog という鳴声は最 も凶兆とされ,ムラU)外でこ0)鳴声を聞くと病紬 こなり,とりわけ他村を
(i眉目川 )にこの声を皿 くと帰村後死亡するという｡
吉兆を得たO.)ち再び遠征を続け,他村とU)境界近 くに建て られた翌屋 (bawl)に行 く｡ この
とき,鷹や幣が頭上で糾うと敵o)襲来を意味し,危険だとされるO 参加者はこうした場合,水






試練の程度によ-,て 3段階に分かれている｡第 1段階はこの ?allot-の遠征,第2f封柳ま束U)
banaiという聖屋-C)遠征, そして第 3段階はマイニット村U)北西部にある ml?aloJlga,lと呼
ぶ洞穴への2擢夜に及ぶ遠征である｡?alloiは空腹で倒 れること,banatは後 述する婚姻儀礼
baya∫の儀礼的リーダーの家屋を意味し,ma?atonga71は熱 くするところの意である.第 3段階
の儀礼的遠征は結婚前に 1度参加すればよいが,若者たちは機会あるごとに第 1段階,第 2段
階の儀礼に繰り返し参加し,次第に厳しい肉体的試練に対する耐久力を養うujである｡こ0)3
段階は大まかに男性ujJE長過程の範噛区分である mamaoI,mangmong,babaloに対 応 してい
る｡
古老が男性集会所で用いる薪を作っている開,若者たちは最年長者を リーダー (pomoo)とし
て近くの沢に下 り,儀礼的漁扮 (magalL,al)を行う｡ リーダーは伝来の晋負い寵を持ち,犬の










員がそこで静かに一夜を過ごさなくてはならない.充分な獲 物 を得て聖屋にもどると, 古老
(?ap-apo)が収獲物を竹串に刺して焼 く｡
古老U)一人が松の枝を使い,高 さ80セ ンチメー トルはどU)人形を男女 2体作り,消し炭で
顔,隻,刺青などを描き込み,聖屋の前に立てる. この人形は Iinagoiagoと呼ぶが Iagoは生
命を与えるの意である｡ 焼けた獲物はこの人形に供える｡聖屋は村外で死亡した者∽霊魂が住
むと信じられている()やがて古老の一人が楯を持ってJL-.上り,村外で死亡した者U)霊を呼び寄

































儀礼的遠征の翌 日は balegbegと呼ぶ儀礼的祭日 (lengaTu,le'Iel)である｡ ムラでは居住区の
入日 (Pongcdan)を儀礼的に封鎖し,儀礼的神役 (PomaPataJ)が人LHこ封鎖印 (Pakedlan)を立





事することが証されず,晶物uHl情, 新宮柏 なども禁忌 とされる｡儀礼r'鵬 ミ旧 二一般に見守 ら
れる種 々の前兆,虹や野鳥, とりわけ鷹や鷲の動きが注意深 く見守 られ る｡
加入者oj宏に/描 ;菜や/日毎を持込んだ り,そこで料肝 ㌻ることも禁忌 とされるo
壮年男性は4-:)人で-一朝 とな り, fr用こり斧を持 ち居住区内を見廻 り,禁忌に膏反する者を
取 り締 るO禁忌に対する背反は不妊,稲や家畜の疫病を もた らすという,E附 l背反(iIi･1Tlj((a),aw)
として溝や米を男性'Ll'i会所に提供することで許されるが,場合によ-,ては儀 礼 的 祭 日が破 ら
れ,翌日に延期されるという｡
牛後,神役が火種 と小 さな壷を持 って聖樹の森 (PaPalaJ)に行き,鶏を供犠 して大 l二伸に供
えるnFl柏 と同様U)鵜U)肝臓による 卜占が行われる′,翌llu川 潮 , 古老が 1,akedlart,'lr外 して
儀礼が終 る｡加入者は初めて /,〟llung儀礼に参加したあと制札 Lft,.gJ"i)):l'I受けるo
I.i掴 Lに 伴 う特別U)儀礼は存在せず, 冊′招き会所または穀倉で 古老が佃別に行うO
婚姻儀礼o)第 1段階k〟langが終 り, 新大が J川llo〃g 儀礼に結舶 -)封{)Jめて参加するム こuj
とき男性集会所U)正式U)成Lliと認め られる｡こU)ように小規模な JNZt/07lg儀礼-U)参加 も何 ら
かの社会的地位oj変更を もたらすが,最人U)もujtは,manokpop と呼ぶ Ina?ato7lgan-α)儀礼的
遠征である｡ こ0)儀礼の終 Tするまで少年は姑婿することが許されない,l儀礼C/)過拙 ま上述U)
儀礼 と概略同 じだが,蔑つかの点で異なっている｡出発は深夜に行われ,'Lakop と呼ぶ臭ujf鳴
声で吉凶が 卜 占される｡ 加入者は夜を徹 して歩 き,早朝 ma?alo71gan に着 く｡ 儀礼的漁粉を行
ったあと,加入者はかつて苗狩りで得た故の豆別号を収めた聖屋に導かれ, ここで捕軍を物を焼い
て供えるO そのあと加入者は夜を徹 してムラの首狩 りの歴史や天上神 lo"laWig a)英雄縛を聞
くのである｡
同株の儀礼はボン トック郡のすべてのムラで実修されているが,サモキ村では沢に行 く代 り
に毒茸を採 って焼き,米酒 とともに加入者に食べさせるという｡
ボン トックの酉のすガダ郡では, この儀礼は begnas と呼んでいる｡ 1975年 7月,ムラの緑
人が産極熱で死亡 したためにサガダ郡デマン村で begna∫が実修 され,筆者 も参加する機会を
得た｡ 1週間の弔葬儀礼 (lapa?ag)a)終 ったあと,男性集会所 (dab-ay)に男子成員が集まる.
は各 自の男性集会所で静かに過ごす｡この日は儀礼的祭 日 ('1obaJa)でムラびとは外に行 くこ
とができない｡ 2日目,男性集会所に集まった男性は老人が PakeTlkengと呼ぶ細く小さな楯 と
棒を持ち,成人男性 は kala∫ag という牌を編 んだ折と槍を持ち,少年は槍だけ持 -)て儀礼的油
揚 に出発する｡儀礼的漁捗は galL･gaW といい,川で魚や虻を捕えるujである｡獲物 と一一緒に小
石を拾い背負い亀に入れて くる｡takba と呼ぶ 聖なる背負い散はかつて苗狩 りで敵の首を得た
ときに作ったといい, 口常は屋内に置かれ触れたり動か したりすることができない｡begna∫レ〕
ときに限 り, 古老 (?amama)が異姓某会所に運ぶ｡未婚の少年は少な くとも 1度こCJ)背負い亀
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を負 って begnasに参加 しな くてほな らないというO 蛙 (lokak)の鳴声 (mcnngalngaL)を聞 くの
はここでも凶兆とされ,儀礼的漁扮中に山中の聖屋 (bw i) で蛙の声を聞 くと数年で死亡する
とされているO 捕獲 した獲物は聖嵐の前で焼いて食べる.このあとでボン トックと同様に聖嵐
の前で儀礼的戦闘 (loling)を行う｡
ムラに帰ると聖樹の森 (PapaLaJ)で鵜または豚を供犠する｡このときは死者の夫が豚を提供
し,豚を供犠 したO供犠 した豚は直ちに解体 され,各自が曹負い寵に分与 された肉を入れて男
性集会所にもどる｡男性集会所では犬を供犠 して其食する｡儀礼の問は男性は家で食事ができ
ず,男性集会所で供犠 した隊や犬の肉を寒たものだけを共食する. この食事を binbegnas とい
う ｡
3日目は lowabという儀礼的祭 日で,男性集会所の前で銅鼓を打鳴 らしなが ら踊る｡この踊
りは mamaLongと呼ばれる｡女性の踊 りは ∫aLibi,男性 の踊 りは manalaと呼ばれる｡4日目,































棚 田 / 居 住 区 / (家屋)
焼いて煮る / 焼いて煮る / 塩漬肉を煮る
巻巳,どじょう/ 豚,鶴,犬
蒜,";ツ壷 / 稲 / 米･-
野 生 動 物 / 野 馬 / 家風 人間(J･atongan)
図4 鹿 新 鶴 礼
573
東南アジア研究 16巻4号
成育が儀礼的に表現されているU)である｡ ここで取 り上げたイ-シエ-ション儀礼では, しか





野 扶 動 物
安 吾
柄 物
変 換 因 子
(I然 (外)- --,又 化 (内)
激 の 村 / 謂 警係 / 両 杯 / 棚 旧 / )一律 :･LXl / 宏 規
-- ･･ma?aiongan･--- baEui.･-････-･-- --買鶴 窒所-----･










ス トに応 じて封鎖印 (PadiPad)を立てることで示される｡ こうした境界はしかしながら,常に
ひとびとに意識されており, 日常生活において も空間的移行は種々の前兆,規範的な動作 (休
忠,火を起 こすことなど)によって範噛上の変換 (文化的な行為)とみなされるのである｡ 料
理は食物の変換ばか りでな く,人間の範晴上の変換 とも同一視されていることは,イニシエー
ション儀礼が焼 くこと,熱 くすることと意味_日鄭重していることからも明らかであろう｡ 屠住
区で儀礼的舞踊を実修する際,断腸や長さ10センチメー トルほどの土蛇が出てもひとびとはけ
っしてこれを殺さず,中年の婦人が両手に持 って安全な場所に移 してやる｡ これ らの動物は幼
児と同一視されており,胎児 (kalang)を指す譜は回虫や ミミズをも意味 しているO これに対
して両中の大蛇 (錦柁)は敵と同一視され,儀礼的遠征においてこれを殺すことはとりわけ吉
兆とされ,そのi削 ま保存 して頭飾り (?apong) とする｡
婚姻儀礼において屋外に立てる高楼に頭飾 りを捗 再 ~,7'し,妊帰が出),辛-A.する場合,これを腹
a)上に置 くと安産であると信じられている｡
マ リコン村では村再婚の比率は平均 して約60-70%,村外姉の95%まで周辺uj通婚闇係にあ


































婚姻儀礼は一般に J- と総称される｡ ボントック族において最も多数の動物が供犠され,
ひとびとが熱意を込めて.I,).Iる刷 ま婚約から第 l子誕生後まで数年にわたり繰り返し実修される
この婚姻儀礼である｡ とりわけ数年に 1度ムラ単位で実催される baJa∫という最後の婚姻儀礼
では水牛が全部で100-200頭も供犠される｡筆者はブルワン村とマリコン村でこU_)儀礼に参加














意味している｡訪問時に犬が鳴 くと凶兆とされるO合意 が成 :;I.すると双方の挽族 (sinpang-
?ape)が参集し,夕方親を横桟して共食する｡ 近親の老女で砿l矢 (?oma?aplo∫)とされ る者 が
入日の慶を開き,梯子を中 2階にかけて死霊者を招く唱え富を行う｡ 棒で叩いて供犠した鶴は












妊をもたらすと信じられ,特に厳しく禁じられる｡翌日再び豚を供犠 し,ムラぴ と と共 食す
る｡ この儀礼は ?onod,その翌日は tongoLという｡やはり豚を供犠して共食する｡ 5日臥 再








実催したoLoJ･t'∫儀礼は地つきの系統の長男か長女が儀礼的リ-ダー (pomoo)の 役 割 を果た
す｡24)儀礼の準備は約 2週間前から始められるQ米酒作り,供犠獣の購入,米の購入などでこ
の儀礼の近いことが知られるO 儀礼の5日前から脱穀が行われるが,最初の脱穀は Pomooが





の柱をMl'r_てるo 家の中 で鶴を供犠 して吉凶を 卜占し,肝臓を轟に刺してこの柱 (bansaL) の中
段に置く｡新夫婦は屋内で毛布をかぶり,耳に栓をして静かに過ごす｡柱には他に女性の耳飾




義 (LoPil)(マリコン村),竪なる背負い龍 (Lakba2)や牌の緒を収める宵鋼の箱 (LoPil)(サガダ
郡パタイ村)などがある｡







LodoJ という名称は大部分のムラに lカ所ある特別な水場を指 し,出産 後 産 婦 が初めて水浴
するのもこの水場と決められている｡todo?, lodoJ などと呼ばれるこの水場の名は,｢現われ
る｣の意味を持 っている｡























役が宏の前に持出し,鶏を供犠して肝臓で吉凶を トtlけ る｡このあと肝臓を上述の呪 具 に柄
め,鶏の尾)j)]を背負い龍の周辺に刺して入口の両側に骨.てた柱に展示する｡Pomoo夫婦は屋内




り,この期間,ひとびとは互いに注 意深 く接触を避けなくてはならない｡ 仙人とぶつかること
はojちに尖修される水牛供様において水牛の角で失かれて怪我をする予兆を/Jけ という｡早朝,
古老が Pomooの宏の前ujpadipadを取除く｡ 次いで儀礼的伸役 (pomapata),)がPadipadを).封i:.













るo豚を供犠したあと耳を切り取り聖樹の根元に供える｡供犠 した豚を鍋 で煮 たあと J,omoo
の宏にもどる｡ 2日目と3日目に他の新夫婦に対して同様の儀礼が実修される｡










































dallaLeJ: 水牛供犠が終了した翌日は儀礼的祭日であるO このE=ま LenCaw ∫idalLateJ と呼
び,棚田に置いた樹木を居住区に運び込む｡この日の早期,樹木を男性集会所に運び,木の皮






























の臼を杵で突きながら頒歌を合唱する｡ 屋内では古老が米酒を飯みながら交 替で ∫abosabや,






























野 生 動 物
植 物
変 換 因 子
通婚関係にある村 / 山 林 / 棚 ‖ /居 住 区 / 家 屋
･---･･･---･･･-bawi･ ･---- ･- ---･男性集会所,聖樹の森---高楼----･-･･
･---･････---･･焼く･･･-焼いて煮る---･-･-- ･-!iのものを煮る-･-- --




















































































で購入したり,水牛に仔が産まれると家屋内で期を供犠し,持主は 内側 に と じこもる禁忌















れ,その限りで水牛は他の野生動物,鷹, 鷲, 大姉軌 野豚, 鹿などに比べるとより内側の


































上,犬とともに川上と川下を媒介する (合田 1976.p.95)点でやはり両 義的な存在と考えるこ
とができる｡25) 期の供犠は一-･般に malmanOk(manok:鶴)と総称 される｡ とくに家屋内で親





(2) 水牛を他村で購入し,ムラの領域に運んだあと買主の家で日没 後難 を供犠して共食す





















い O こU)ことは次に述べる豚U_)供蟻と対比したとき--一層 明確になる｡,
d) 豚





























こともできる｡dawisは直火で焼 くことを意味しており,去封札 尻敷地で豚を供犠する ∫angbo
儀礼と別の縄鴫に屈することが明示されている｡ 死者の霊魂は死体埋葬後15日を経て死者の宏






















































分鮒 札愚考によ-,て秩序づけられ,かかる象徴的秩序は,日甘生活U_)あら頼 る帖 二伝統的な



























供蟻,稲×申〕)と料理 (焼 くこと,焼いて煮ること,日に 卜して煮ること)である｡炉から移
される火種は料理ujシンボルとして.出現し,山林や棚榔 こ運ばれた火はこれらU)鋤 鍋 ミそ0)堤





シンボ ル0)多義性は!口 舌 空間U)諸縄嶋ばかりでな く,供犠獣U)意味にもあらわれている｡ユ
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たo尚,引用文献はすべて脚注 としたことをお断 りしておきますO
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